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第
五
十
九
肘

朱
子
語
類
論
文
篇
諾
注

㈲
興

膳

宏

京
都

人
草

木

津

祐

子

･={都
入
学

斎

藤

希

史

奈
良女
/
人
S･･

1-6

人
有
才
性
者
'
不
可
令
讃
東
城
等
文
｡
有
才
性
人
､
便
須
取
入

規
矩
｡
不
然
､
蕩
賂
去
｡

才
能
の
あ
る
人
に
は
'
東
城
な
ど
の
文
章
を
謹
ま
せ
て
は
い
け
な

い
｡
才
能
の
あ
る
人
は
､
規
範
を
身
に
つ
け
る
べ
き
だ
｡
そ
う
で
な

い
と
､
放
時
に
な

っ
て
し
ま
う
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
菊
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢才
件
｣
は
'
才
能
'
才
覚
｡

｢規
矩
｣
は
'
の
り
､
規
範
｡

｢蕩
格
去
｣
は
'
た
が
が
外
れ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
｡
｢-
格

去
｣
は
､
方
向
補
語
の
機
能
を
備
え
る
｡
『語
類
』
に
頻
出
｡

1-7

因
論
今
人
作
文
'
好
用
字
子
｡
如
讃
漢
書
之
類
､
便
去
収
拾
三

両
箇
字
｡
洪
通
叉
較
過
人
'
亦
但
逐
三
両
行
文
字
筆
勢
之
類
好
者
讃

看
｡
国
論
南
豊
尚
解
便

l
二
字
'
欧
蘇
全
不
便

一
箇
難
字
'
而
文
章

如

此
好
｡
接
｡

つ

い

で
に

論
じ
ら
れ
る
に
は
､
｢今
の
人
は
文
章
を
書
-
の
に
､

文
字
づ
か
い
に
凝
り
た
が
る
｡
『漢
書
』
な
ど
を
讃
む
と
'
す
ぐ
い

-
つ
か
の
字
を
取
り
こ
む
｡
洪
透
は
な
か
な
か
の
人
だ
が
'
や
は
-

た
だ
二
三
行
ば
か
り
文
章
の
調
子
の
よ
さ
そ
う
な
も
の
に
目
を
つ
け

て
謹
ん
で
い
る
だ
け
だ
｡｣

ま
た
論
じ
ら
れ
る
に
は
､
｢南
豊
は
ま
だ

ち
ょ
っ
と
は
字
を
使
え
て
い
た
｡
欧

･
蘇
は
難
し
い
字
を
ま

っ
た
-

使
わ
な
か

っ
た
の
に
､
文
章
は
か
-
も
す
ぼ
ら
し
い
｡
包
揚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第

本

本
候
を
紋
-

(注
)

｢字
ナ
｣
は
､
こ
こ
で
は

｢字
｣
づ
か
い
を
指
す
と
解
碍
し

た
｡
『漠
番
』
が
撃
げ
ら
れ
る
の
は
､
『浦
波
別
志
』
巻
下
に

｢班
史
多

川
古
宇
｣
と
い
う
よ
う
な
認
識
が
背
景
に
あ
る
で
あ
ろ
う
｡
｢字
子
｣

と
い
う
語
の
示
す
範
囲
が
購
い
こ
と
は
､
次
の
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
｡

｢解
文
字
'
下
字
最
難
｡
某
解
書
所
以
未
定
､
常
常
更
改
者
'
只
篤
鯉
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那
恰
好
底
字
子
｡
把
来
着
､
又
見
不
穏
首
'
又
著
改
幾
字
｡
所
以
横
渠

説
命
新
馬
難
.｣
(｢大
学

一

綱
領
｣

一
四

･
湖
)

｢収
拾
｣
は
､
拾
い
集
め
る
'
取
り
こ
む

｡

｢洪
通
｣
は
'
字
は
景
腹
'
鋸
は
容
斎
'
誼
は
文
敏
｡

部
陽
の
人
｡

l
二

l三
-
1
二
〇
二
〇
『容
斎
随
筆
』
『夷
堅
志
』
な
i

)多
-
の
著
述

が
あ
る
｡
『宋
史
』
巻
三
七
三
｡

｢南
豊
｣
は
､
官
軍
'
｢欧
蘇
｣
は
､
欧
陽
帽
と
蘇
拭
｡

1-8

凡
人
倣
文
字
'
不
可
太
長
､
照
管
不
到
'
寧
可
説
不
蓋
｡
欧
蘇

文
皆
説
不
曾
蓋
o
東
城
雄
是
宏
閥
潤
翻
'
成
大
片
涼
滑
去
､
他
真
面

目
有
法
｡
今
人
不
見
得
他
裏
面
戒
得
法
'
但
只
管
学
他

二
混
倣
婿
去
｡

お
よ
そ
文
章
を
書
-
に
は
'
長
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
｡
手
に
負
え

な
け
れ
ば
'
む
し
ろ
い
い
蓋
-
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
｡
欧

･
蘇
の
文

章
は
み
な
い
い
蓋
-
し
て
い
な
い
｡
東
城
の
文
章
は
規
模
が
雄
大
で

波
乱
に
富
み
'
大
き
な
う
ね
り
を
成
し
て
展
開
し
て
い
-
が
'
彼
の

中
で
は
自
ず
と
き
ま
り
が
あ
る
｡
今
の
人
は
彼
の
中
に
き
ま
り
が
障

さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
か
ず
､
た
だ
勢

い
の
よ
さ
ば
か
り
を
異
似
て

い
る
｡(校

勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢涼
｣
1

｢蓑
｣

末
子
語
類
論
文
篇
諸
法

心

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

朝
鮮
古
栗
本

記
録
者
名

鉄
1

｢庚
｣

(注
)

｢潤
翻
｣
は
'
波
乱
に
富
む
さ
ま
｡
塵
韻
の
語
｡

｢成
人
片
｣
は
'
大
き
な
固
ま
り
を
な
す
､
の
意
｡
『語
類
』
に
し

ば
し
ば
見
え
る

｢打
成

一
片
｣
な
ど
と
同
類
の
言
い
回
し
｡

｢涼
絡
ま
｣
は
'
水
が
勢
い
よ
-
か
つ
止
め
ど
な
-
流
れ
て
い
-
さ

ま
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
あ
ろ
う
｡
｢吉
凶
悔
苗
､

一
息
不
曾
停
'
如
大

車
輪

l
股
､

1
焦
慮
賂
去
｣
(｢易
五

乾
下
｣
六
九

･
)7
)2
)'
ま
た

｢片
｣
と
組
み
合
わ
せ
る
例
と
し
て
は
､
｢有
自
象
山
来
者
｡
先
生
間
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢子
静
多
説
甚
話
｡｣
日
'
｢却
如
時
文
相
似
'
只
連
片
涼
蒋
去
｣
(｢陸

氏
｣

1
二
四

･
29
7
0
)
が
近
い
o

淵

文
字
戎
作

｢倣
事
｣.
無
大
綱
領
'
枯
枝
不
起
｡
某
平
生
不
禽
倣

補
接
底
文
字
'
補
湊
得
不
磨
事
｡
方
子
｡

文
章
或
い
は
も
の
ご
と
は
､
大
本
に
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
'
ま

と
ま
ら
な
い
｡
わ
た
し
は
ふ
だ
ん
か
ら
つ
ぎ
は
ぎ
の
文
章
は
書
か
な

い
｡

つ
ぎ
は
ぎ
な
ど
何
の
役
に
も
立
た
ん
｡
｣
方
子
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢或
作
倣
事
｣
1
紋

(注
)

｢粘
綴
｣
は
'
ま
と
め
る
｡
｢郭
子
和
博
其
父
撃
､
又
乗
象
教
へ

ヽ
ヽ

其
嬰
巳
雑
'
又
被
謝
昌
国
枯
接
待
愈
不
是
了
｣
(｢程
子
門
人

郭
立
之

子
和
｣

l
〇
一
･
2
5
7
8
)

｢補
接
｣
｢補
湊
｣

は

'

つ
ぎ
は
ぎ
を
す
る
'
寄
せ
集
め
を
す
る
｡
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｢大
序
却
好
'

或
者
謂
補
湊
而
成
'
亦
有
此
理
｡
書
小
序
亦
未
是
｡
｣

(｢詩
一

綱
領
｣
八
〇
･
20
75
)

1-0

前
輩
云
'
｢文
字
自
有
穏
首
底
字
'
只
有
始
者
思
之
不
精
｡｣
又

日
'
｢文
字
自
有

一
箇
天
生
成
腔
千
㌧
古
人
文
字
自
貼
這
天
生
成
腔

子
｡｣
節
｡

一
昔
前
の
人
が

｢文
章
に
は
自
ず
と
ぴ
た
り
と
-
る
字
が
あ
る
の

だ
が
'
最
初
は
考
え
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
｣
と
い
っ
て
い
る
｡
ま
た

い
わ
れ
る
に
は
､
｢文
章
に
は
も
と
も
と
天
生
の
調
子
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
'
昔
の
人
の
文
章
は
お
の
ず
と
こ
の
天
生
の
調
子
に
か

な
っ
て
い
る
の
だ
｡｣
甘
節
記
す
｡

(注
)

｢穫
普
｣
は
､
し
っ
-
り
す
る
｡
落
ち
着
-
｡
｢-
-
又
間
'

｢孟
子
集
注
言

｢心
者
'
具
衆
理
而
鷹
商
事
｡｣
此
言

｢妙
衆
理
而
宰

寓
物
｣'
如
何
｡｣
日
､
｢｢妙
｣
字
便
稽
精
彩
､
但
只
是
不
甚
穏
常
'

｢具
｣
字
便
平
穏
o
｣
(｢大
草
g
I戎
間
上

経
l
章

古
之
欲
明
明
徳

於
天
下
一
段
｣
1
七
･
減
)

1-1

国
論
今
世
士
大
夫
好
作
文
字
'
論
古
今
利
害
'
比
並
篤
説
'
日
'

｢不
必
如
此
､
只
要
明
義
理
｡
義
理
明
'
則
利
害
自
明
｡
古
今
天
下

只
是
此
理
o
所
以
今
人
倣
事
多
暗
輿
古
人
合
着
'
只
馬
理

1
故

也
｡｣
人
雅
｡

つ
い
で
に
､
今
の
士
大
夫
が
よ
-
文
章
を
書
い
て
古
今
の
利
害
を

論
じ
'
あ
れ
こ
れ
-
ら
べ
て
説
を
立
て
る
こ
と
を
論
じ
て
い
わ
れ
る

に
は
､
｢何
も
そ
ん
な
に
す
る
こ
と
は
な
い
｡
た
だ
義
理
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
い
い
の
だ
｡
義
理
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
､
利
害
も
お
の
ず

と
明
ら
か
に
な
る
｡
昔
も
今
も
天
下
に
は
た
だ
こ
の
理
あ
る
の
み
だ
｡

今
の
人
の
や
る
こ
と
が
古
人
と
よ
-
暗
合
す
る
の
は
'
た
だ
理
が

一

つ
で
あ
る
か
ら
な
の
だ
｡
余
大
雅
記
す
｡

(荏
)

｢利
害
｣
は
'
治
政
の
利
害
得
失
｡

｢比
並
｣
は
'
比
較
す
る
こ
と
｡
｢讃
書
法
下
｣
畑
候
を
参
照
｡

1-2

人
倣
文
字
不
著
'
只
是
説
不
著
､
説
不
到
､
説
自
家
意
思
不
蓋
｡

帯

｡人
が
文
章
を
ち
ゃ
ん
と
書
け
な
い
の
は
､
つ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
い
え

て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
､
十
分
に
い
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
'
自

分
の
考
え
を
乗
皿-
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
｡
呂
轟
州記
す
O

164



1-3

看
陳
蕃
里
同
合
録
序
'
文
字
敷
浪
､
日
'
｢文
章
須
正
大
'
須

致
天
下
後
世
見
之
'
明
白
無
疑
｡｣
揚
｡

陳
蕃
翌
の

｢同
合
録
序
｣
の
文
章
が
晦
浪
な
の
を
見
て
い
わ
れ
る

に
は
､
｢文
章
は
正
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
'
天
下
の
人
後
世
の
人

が
見
て
明
白
で
疑

い
の
除
地
の
な
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡｣
包
揚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
候
を
鉄
-

(注
)

｢陳
蕃
斐
｣
は
､
陳
武
｡
｢論
文
篇
下
｣
1-0
候
に
既
出
｡

1-4

因
説
作
歴
用
之
文
'
｢此
等
苛
穫
'
無
用
亦
可
｡
但
入
所
共
用
'

亦
不
可
廃
｡｣
曹
宰
間
云
'
｢尋
常
人
絢
人
情
倣
事
､
莫
有
牽
制

否
｡｣
日
'
｢孔
子
自
有
修
法
､
｢従
衆
､
従
下
｣
'
惟
其
昔
爾
｡
｣

謙
｡

つ
い
で
に
賓
用
の
文
を
書
-
こ
と
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
に
は
'

｢
こ
ん
な
に
煩
項
な
決
ま
り
は
､
用
い
な
-
て
よ
い
｡
た
だ
み
な
が

使

っ
て
い
る
も
の
を
'
止
め
る
わ
け
に
も

い
-
ま

い
｡｣

曹
事
が

｢普
通
の
人
が
情
の
ま
ま
に
や
っ
て
'
歯
止
め
が
致
-
で
し
ょ
う

か
｣
と
尋
ね
る
と
'
い
わ
れ
る
に
は
､
｢孔
子
に
は
ち
ゃ
ん
と
決
ま

-
が
あ
っ
た
'
つ
ま
り

｢衆
に
従
い
'
下
に
従
う
｣
と
い
う
も
の
で
'

末
子
語
類
論
文
篇
詩
注
㈲
(興
膳
･木
津
･斎
藤
)

そ
れ
に
つ
き
よ
う
｡
｣

惨
謙
記
す
｡

(校
勘
)
朝
鮮
古
窯
本

｢日
｣
1

｢先
生
云
｣

(娃
)

｢磨
用
之
文
｣
は
､
公
け
の
場
合

に
用
い
る
文
章
の
こ
と
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢横
渠
僅
曾
倣
文
章
｡
如
西
銘
及
磨
用
之
文
'
如
百
椀
燈
詩
'
甚
敏
｡

到
説
話
､
却
如
此
難
暁
､
伯
関
西
人
語
言
自
如
此
｣
(｢孔
孟
周
程
張

子
｣
九
三
･
23
62
)へ
｢間
謙
'
｢曾
輿
戴
倍I:望
相
虞
へ
如
何
o｣
R
t

｢亦
只
商
量
得
撃
子
程
文
｡｣
日
'
｢此
是
一
厄
｡
人
過
了
此
一
厄
へ
宙

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

埋
骨
草
間
O
今
人
過
了
此
1
厄
'
又
去
理
曾
歴
用
之
文
'
作
古
文
'
作

詩
篇
'
亦
是
一

厄
.
須
是
打
得
破
､
方
得
O｣
(｢朱
子
十
三

訓
門
人

四
｣
二

六
･
2792
)
な
ど
O
｢苛
鰻
｣
は
､
煩
墳
な
決
ま
-
ご
と
｡

｢曹
宰
｣
は
､

米

子

の
弟
子
の
曹
彦
約

(
一
一
五
七
-
一
二
二
八
)､

字
は
簡
甫
｡
『宋
元
撃
案
』
巻
六
九
｡
『師
事
年
致

積
』
参
照
｡

｢莫
有
-
否
｣
は
'
諾
否
疑
問
文
の
形
式
｡

｢従
衆
'
従
下
｣
は
'
『論
語
』
子
竿
篇
の

｢子
日
'
麻
晃
頑
也
'ヽ

今
也
純
像
｡
吾
従
衆
｡
拝
下
碓
也
､
今
拝
乎
上
泰
也
｡
雄
違
衆
'
吾
従

ヽ下
｣
を
踏
ま
え
る
｡

1-5

大
牢
諸
義
皆
傷
浅
短
'
鋪
陳
略
蓋
'
便
無
可
説
｡
不
見
反
覆
舞

論
節
次
尊
明
工
夫
､
護
之
末
終
､
巳
無
鎗
味
臭
､
此
撃
不
講
之
過
也
｡

抄
津
浦
課
簿
｡
道
夫
｡

だ
い
た
い
ど
の
考
え
も
浅
薄
に
失
し
て
い
て
'
並
べ
た
て
る
う
ち
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に
底
が
蓋
き
て
'
い
う
べ
き
こ
と
が
な
く
な
る
｡
繰
り
返
し
議
論
し
､

順
序
立
て
て
物
事
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
が
な
い
か
ら
､
謹
み
終
わ

ら
な
い
う
ち
に
'
は
や
味
わ
い
も
志
き
果
て
る
｡
｢撃
の
講
ぜ
ざ

る
｣
過
ち
だ
｡
樺
浦
課
簿
の
寓
し
｡
楊
道
夫
記
す
O

(校
勘
)

朝
鮮
古
東
本

｢抄
樺
浦
課
簿
｣

1
紋

(注
)

｢撃
不
講
之
過
｣
は
'
『論
語
』
述

而
篇

に

｢子
日
､
｢徳
之

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

不
傾
'
撃
之
不
講
､
聞
義
不
能
徒
'
不
善
不
能
改
'
是
吾
憂
也
｣｣
を

蹄
ま
え
る
｡

｢樟
浦
｣
は
樺
州
の
領
鯨
の
一
｡
｢淳
浦
課
簿
｣
は
､
｢春
秋

経
｣

(巻
八
l二
･
2
)6
7
)
に

｢幸
浦
｣
と
し
て

｢此
章
'
先
生
親
具
章
捕

鯨
学
課
簿
｣
と
注
記
さ
れ
る
｡
朱
子
が
淳
州
に
赴
任
し
て
い
た
の
は
'

一
一
九
〇
か
ら
九

一
年
'
巻

一
〇
六

｢外
任
篇
｣
参
照
｡
な
お

｢課

簿
｣
と
は
'
学
生
の
出
紋
考
課
を
記
し
た
書
冊
｡

1-6

頼
通
云
､
｢李
徳
遠
侍
郎
在
建
昌
作
解
元
､
倣
本
強
則
精
神
折

衝
賦
'
其
中

一
聯
云
'
｢虎
在
山
而
奉
養
不
採
､
威
令
風
行
｡
金
鋳

鼎
而
魅
魅
不
達
'
姦
邪
影
滅
｡｣
試
官
大
書
之
｡
乃
是
全
用
法
玉
払
(｡

相
黄
潜
善
麻
制
中
語
'
後
乗
士
人
経
砥
部
訟
之
｡
時
契
茂
賓
為
侍
郎
'

乃
云
'
｢此

一
封
､
昔
初
江
内
輪
用
時
却
末
甚
好
'
今
被
李
解
元
用

此
賦
中
'
見
得
工
｡｣
訟
者
逐
無
語
而
退
｡
徳
遠
縁
此
見
知
於
契
先

生
｡｣
因
草
書
有
人
作
仁
人
之
安
宅
賦

一
聯
云
'
｢智
者
反
之
'
若
去

囲
念
田
園
之
禦
｡
衆
人
自
棄
'
如
病
狂
味
富
室
之
安
｡｣

頼
通
が
い
う
に
は
'
｢李
徳
遠
侍
都
は
建
昌
で
解
元
に
な
っ
た
と

き
､
｢本
強
け
れ
ば
則
ち
精
神
折
衝
す
る
の
賦
｣
を
作
り
ま
し
た
が
､

そ
の
な
か
の
一
聯
に
'
｢虎

山
に
在
り
て
車
重
採
ら
れ
ず
'
威
令

風
の
ご
と
-
行
わ
る
｡
金

鼎
に
錆
せ
ら
れ
て
魅
魅
に
逢
わ
ず
'
姦

邪
影
の
ご
と
-
滅
す
｣
と
あ
り
'
試
験
官
は
大
い
に
そ
れ
が
気
に
入

り
ま
し
た
｡
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
法
王
籍
が
黄
漕
善
を
大
臣
に
任
命
す

る
と
き
の
麻
制
の
中
の
語
を
そ
っ
-
り
用
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
t

の
ち
に
あ
る
人
が
砥
部
を
通
じ
て
訴
え
て
出
ま
し
た
｡
そ
の
と
き
焚

茂
賓
は
碓
部
侍
郎
で
し
た
が
､
い
う
に
は
'
｢
こ
の
封
句
は
初
め
庄

内
翰
が
用
い
た
と
き
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
が
'
い
ま
李
解
元

に
よ
っ
て
こ
の
賊
に
用
い
ら
れ
て
'
引
き
立
っ
て
き
た
｣
と
｡
訴
え

た
者
は
そ
こ
で

二
言
も
な
く
引
き
下
が
っ
た
の
で
す
｡
徳
遠
は
こ
れ

が
縁
で
契
先
生
の
知
遇
を
受
け
ま
し
た
｡｣
先
生
は
つ
い
で
に
昔
あ

る
人
の
作

っ
た

｢仁
は
人
の
安
宅
の
賦
｣
の

一
聯
に
'
｢智
者
は
こ

れ
に
反
る
こ
と
'
園
を
去
り
て
田
園
の
楽
し
み
を
念
う
が
若
し
.
衆

Jdd



人
の
自
棄
す
る
こ
と
病
み
狂

い
て
宮
室
の
安
き
に
昧
き
が
如
し
｣
と

あ
る
の
を
挙
げ
ら
れ
た
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
懐
を
映
-

(注
)

｢頼
通
｣
は
'
弟
子
の
包
揚
｡

｢李
徳
遠
｣
は
､
李
活

(
二

一
六
-
一
一
七
六
)｡
徳
遠
は
字
､

ま
た
の
字
を
直
夫
'
鋸
は
橘
園
｡
吏
部
侍
郎
に
任
じ
ら
れ
た
｡
『宋

史
』
巻
三
八
八
㌧
『宋
元
学
案
』
巻
五
八
｡

｢本
強
則
精
神
折
衝
｣
の
譜
は
'
｢朱
子
七

論
兵
｣
(
1
0
1
･

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

2
7
0
5
)
に
も
'
｢本
強
則
精
神
折
衝
'
不
強
則
招
殊
致
凶
｣
と
見
え
る
.

ま
た
､
栄
子
が
隆
興
元

(
二

六
三
)
に
上
里
し
た

｢突
末
垂
扶
奏

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

節
｣
の
三
に
は
'
｢凡
舌
先
聖
王
所
以
彊
本
折
衝

･
威
制
爽
秋
之
道
'

皆
末
可
謂
備
｣
と
も
見
え
'
金
に
酎
抗
し
て
国
力
を
高
め
よ
う
と
い
う

意
識
に
も
と
づ
-
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡

｢法
王
籍
｣
は
､
迂
浮
渓
す
な
わ
ち
注
藻

(
l
〇
七
九
-

l
一
五

榊
)
を
指
す
か
｡
翰
林
学
士
と
し
て
多
-
の
詔
令
を
起
草
し
た
こ
と
は

有
名
｡
た
だ
し
い
ま

『浮
渓
集
』
に
は
'
こ
こ
に
該
普
す
る
制
は
見
ら

れ
な
い
｡

｢黄
漕
善
｣
は
､
字
は
茂
和
､
南
宋
樹
立
後
'
右
僕
射
に
就
き
'
中

書
侍
郎
を
兼
ね
た
｡
一
一
二
九
年
穀
｡
『宋
史
』
巻
四
七
三
｡

｢契
茂
賓
｣
は
､
焚
光
速

(
二

〇
二
-
二

六
四
)｡
茂
賓
は
字
｡

『宋
元
草
案
』
巻
四
〇
｡

｢麻
制
｣
は
'
大
臣
を
任
命
す
る
た
め
の
制
｡

末
子
語
類
論
文
篇
語
注

仙
(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

｢仁
人
之
安
宅
｣
は
'
『孟
子
』
離
婁
上
'
｢仁
'
人
之
安
宅
也
｡
義
､

人
之
正
路
也
｡｣
に
基
づ
-
0

巻
百
四
十

論
文
篇
下

-

或
言
今
人
作
詩
'
多
要
有
出
庭
｡
日
'
｢
｢開
聞
唯
椎
』
'
出
在

何
庭
｡
｣
文
蔚
｡

あ
る
人
が
､
今
の
人
は
詩
を
作
る
の
に
典
椋
を
求
め
た
が
る
'
と

い
う
と
'
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
｢開
聞
た
る
唯
椎
｣
に
何
の
典
様
が
あ

ろ
う
｡｣

陳
文
蔚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
占
菊
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢開
聞
唯
椎
｣
は
'
『詩
経
』
｢開
唯
｣
の
句
｡

｢出
鹿
｣
は
､
出
典
'
典
椋
｡
｢間
'
｢春
牛
車
未
見
川
底
o
但
月
令

載

｢出
土
牛
以
迭
寒
気
｣'
不
知
其
原
果
出
於
此
否
｡
或
又
云
'
以
示

勧
耕
之
意
｡
未
詳
執
是
｡｣
｢某
嘗
見
□
□
云
､
虚
士
立
於
牒
庭
土
午
之

南
｡
恐
古
着
毎
歳
烏

1
牛
'
至
春
日
別
以
新
易
膏
而
迭
之
也
｡｣｣
(｢雑

#
J

l
ll,l<

･
3
2
8
7
)

Jd7

2

因
説
詩
､
目
'
｢曹
操
作
詩
必
説
周
公
'
如
tLT'
｢山
不
厭
高
'
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冊

水
不
厭
深
｡

周
公
吐
晴
､

天
下
締
心
｡
｣
又
'
苦
寒
行
云
'
｢悲
彼
東

山
詩
｡
｣
他
也
是
倣
得
箇
賊
起
､
不
惟
窺
囲
之
柄
'
和
聖
人
之
法
也

窺
了
｡｣
襲
孫
｡

つ
い
で
に
詩
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
に
は
'
｢曹
操
は
詩
を
作
る
と

必
ず
周
公
を
持
ち
出
す
｡
た
と
え
ば
'
｢山
は
高
き
を
厭
わ
ず
､
水

は
探
き
を
厭
わ
ず
｡
周
公
は
晴
を
吐
き
て
'
天
下
心
を
蹄
す
｣
と
か
'

｢苦
寒
行
｣
で
は

｢彼
の
東
山
の
詩
を
悲
し
む
｣
な
ど
と
い
う
｡
彼

は
や
は
-
立
派
な
悪
人
だ
｡
園
の
政
柄
を
掠
め
取

っ
た
だ
け
で
な
-
'

聖
人
の
法
ま
で
掠
め
お

っ
た
｣
｡
林
牽
孫
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

上
巻
所
収

｢苦
寒
行
｣
1

｢苦
難
行
｣'

｢東
山
詩
｣
1

｢東
山
情
｣､
｢倣
得
箇
賊
起
｣

1

｢倣
得
千
賊
｣'

｢孫
｣
1

｢雑

技
林
垂
孫
錬
同
｣

(注
)

｢曹
操
｣
に
封
し
て
朱
子
の
見
方
は
ご
く
正
統
的
な
も
の
で

あ
り
'
首
然
な
が
ら
評
債
は
厳
し
い
｡
そ
の
人
と
詩
の
関
係
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
と
し
て
は
へ
｢比
錐
是
較
切
'
然
興
却
意
較
深
遠
｡
也
有

興
而
不
甚
深
遠
者
'
比
而
深
遠
者
､
又
係
人
之
高
下
､
有
倣
待
好
底
､

有
拙
底
｡
常
看
後
世
如
貌
文
帝
之
徒
作
詩
､
皆
只
是
説
風
景
｡
猫
曹
操

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

変
説
周

公
､其
詩
中
屡
説
｡
便
是
那
曹
操
意
思
也
是
較
別
'
也
是
兼
O｣

(｢詩

l

綱
領
｣
八
〇
･
2
0
6
9
)

｢山
不
厭
高
'

･｣

は
'
曹
操

｢短
歌
行
｣
の
句
｡
た

だ

し

'

『文
選
』
巻
二
七
柴
府
上
に
収
め
る
も
の
は

｢山
不
厭
高
､
海
不
厭

深
｣
で
あ
-
'
｢水
不
厭
深
｣
に
作
る
の
は
'
『末
書
』
禦
志
に
収
め
る

1
首
で
あ
る
o
『楽
府
詩
集
』
は
雨
首
と
も
収
め
'
前
者
を

｢本
鮮
｣'

後
者
を

｢管
楽
節
奏
｣
と
す
る
｡

｢苦
寒
行
｣
は
'
『文
選
』
巻
二
七
楽
府
上
｡
｢東
山
詩
｣
は

『詩

経
』
幽
風

｢東
山
｣｡
そ
の
小
序
に
､
｢東
山
､
周
公
東
征
也
｡
周
公
東

征
'
三
年
而
鋸
｡
努
蹄
士
大
夫
美
之
｡
改
作
是
詩
也
｡

一
章
言
其
完
也
｡

二
章
言
其
思
也
｡
三
幸
言
其
室
家
之
望
女
也
｡
四
章
禦
男
女
之
得
及
時

也
｡
君
子
之
於
人
'
序
其
情
而
閤
其
努
へ
所
以
説
也
｡
説
以
使
民
'
民

忘
其
死
､
其
唯
東
山
乎
｣
と
い
う
｡

｢倣
得
-
起
｣
は
､
-
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
資
格
が
あ
る
｡

｢和
-
也
-
｣
は
､
-
さ
え
-
'
と
い
う
こ
と
｡
現
代
漢
語
の

｢連

-
也
-
｣
に
同
じ
｡
｢｢其
命
維
新
｣'
是
新
民
之
極
'
和
天
命
也
新
｡｣

(｢大
学
三

俸
二
幸
樺
新
民
｣

一
六

･
319)

3

詩
見
得
人
｡
如
曹
操
雑
作
酒
令
'
亦
説
従
周
公
上
去
､
可
見
是

賊
｡
若
曹
杢
詩
､
但
説
飲
酒
｡

詩
は
人
を
あ
ら
わ
す
｡
曹
操
は
酒
令
を
作

っ
て
も
､
や
は
-
周
公

へ
持

っ
て
い
っ
て
'
悪
人
だ
と
ば
れ
て
し
ま
う
｡
曹
垂
の
詩
な
ど
は
'

た
だ
酒
を
飲
む
こ
と
ば
か
り
だ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
修
を
放
く

168



(注
)

｢酒
令
｣
は
､
1
般
に
い
う
宴
合
で
の
遊
び
で
は
な
-
'
こ

こ
で
は

｢短
歌
行
｣
な
ど
の
酒
席
で
作
っ
た
詩
を
指
す
だ
ろ
う
｡

4

古
詩
須
看
西
晋
以
前
'
如
楽
府
諸
作
皆
任
｡
杜
甫
襲
州
以
前
詩

任
｡
愛
川
以
後
日
出
規
模
'
不
可
学
｡
蘇
黄
只
是
今
人
詩
｡
蘇
才
豪
､

然

一
濠
説
蓋
'
無
鎗
意
｡
黄
費
安
排
｡
徳
明
｡

古
詩
は
西
晋
以
前
の
も
の
を
謹
む
べ
き
で
'
楽
府
の
諸
篇
な
ど
は

ど
れ
も
よ
い
｡
杜
甫
は
愛
川
以
前
の
詩
は
よ
い
が
'
襲
州
以
後
は
自

分
か
ら
枠
を
は
み
出
し
て
し
ま
っ
て
お
-
､
異
似
て
は
い
か
ん
｡

蘇

･
責
は
ま
っ
た
く
今
の
人
の
詩
だ
｡
蘇
は
豪
放
な
資
質
だ
が
､

一

気
に
言
い
蓋
-
し
て
'
鈴
韻
に
映
け
る
し
､
黄
は
あ
れ
こ
れ
凝
り
す

ぎ
る
｡
摩
徳
明
記
す
o

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢涼
｣
1

｢衷
｣

朝
鮮
古
窯
本

上
巻
所
収

｢濠
｣
1

｢衷
｣

(注
)

｢規
模
｣
は
t
の
-
､
枠
組
み
｡

杜
甫
が
襲
州
に
赴
い
た
の
は
'
大
暦
五

(七
六
六
)
年
'
五
五
歳
の

と
き
｡
ま
た
､
後
出
17
候
を
参
照
｡

｢蘇
黄
｣
は
､
蘇
乾
と
責
庭
堅
｡
蘇
銭
の
詩
が

｢
一
浪
説
志
｣
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
'
前
出
は
候
を
参
照
｡

末

子
語
類
論
文
篇
詩
法

拙

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

5

選
中
劉
現
詩
高
｡
束
音
詩
己
不
達
前
人
'
賛
梁
益
浮
薄
｡
飽
明

達
才
健
'
其
詩
乃
選
之
奨
膿
'
李
太
白
専
撃
之
｡
如

｢腰
鎌
刈
葵
蓉
'

倍
杖
牧
簸
豚
｣
'
分
明
説
出
箇
侶
強
不
肯
甘
心
之
意
｡
如

｢疾
風
衝

塞
起
'
砂
磯
自
猟
揚
｡
馬
尾
縮
如
婿
'
角
弓
不
可
張
｣
､
分
明
説
出

連
塞
之
状
'
語
又
俊
健
｡
方
子
｡

『文
選
』
の
な
か
で
劉
現
の
詩
は
格
調
が
高
い
｡
東
晋
の
詩
は
も

は
や
前
人
に
及
ば
ず
'
斉
梁
は
さ
ら
に
浮
薄
に
な
っ
た
｡
飽
明
達
は

力
強
い
資
質
で
'
そ
の
詩
は
ま
あ

『文
選
』
中
の
壁
調
で
'
李
太
白

は
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
を
学
ん
だ
｡
｢鎌
を
腰
に
し
て
葵
萱
を
刈
-
'
杖

に
伶
-
て
難
豚
を
牧
う
｣
な
ど
は
'
芯
が
強
-
て
現
状
に
満
足
し
な

い
気
持
ち
が
よ
-
あ
ら
わ
れ
て
い
る
し
'
｢疾
風

塞
を
衝
き
て
起

こ
-
'
砂
裸

自
ず
か
ら
瓢
揚
す
｡
馬
尾

縮
ん
で
婿
の
如
-
'
角

弓

張
る
可
か
ら
ず
｣
な
ど
は
'
連
塞
の
様
子
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て

い
て
'
こ
と
ば
も
力
強
い
｡
李
方
子
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢個
｣
1

｢箇
｣

朝
鮮
古
第
本

上
巻
所
収

｢方
子
｣
1

｢略
記
昔
時
語
意
如
此
〇

万
子
｣

(注
)

｢劉
堤
｣
は
'
字
は
越
石
｡
二
七
〇
-
三
一
八
｡
『青
書
j
六
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二
｡
『語
類
』
に
は
ま
た

｢古
之
名
将
能
立
功
名
者
'
菅
是
謹
重
周
密
'

乃
能
有
成
｡
如
呉
漠
未
然
終
日
欽
鉄
､
常
如
封
陳
｡
須
撃
這
様
底
'
方

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

可
｡
如
劉
現
侍
才
倣
物
'
騎
窓
奪
修
､
卒
至
父
母
妻
子
皆
番
人
所
屠
｡

今
入
牢
以
才
自
負
'
臼
杵
以
英
雄
'
以
至
情
気
倣
物
､
不
能
謹
厳
｡
以

此
臨
事
'
卒
至
於
敗
而
巳
｡
要
倣
大
功
名
底
人
へ
越
要
謹
密
､
未
聞
租

魯
閥
略
而
能
有
成
者
O｣
(｢歴
代
二
｣

l
三
五

･
3
2
3
0
)
の
よ
う
に
も

言
及
さ
れ
る
｡

｢飽
明
遠
｣
は
'
飽
照

(川

l
川
-
-
四
六
六
)｡
李
白
が
飽
照
の

詩
を
椎
承
し
た
こ
と
は
'
『苔
渓
漁
隠
叢
話
』
引

『詩
眼
』
に

｢李
太

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

白
亦
多
建
安
句
法
'
両
軍
全
篇
､
多
難
以
飽
明
達
腰
｡｣
な
ど
'
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
る
｡

｢撃
膿
｣
は
'
例
え
ば

『詩
経
』
に
お
け
る

｢正
｣
と

｢撃
｣
の
よ

う
に
'
こ
こ
で
は

『文
選
』
の
中
に
お
け
る
蟹
調
と
し
て
理
解
し
た
｡

｢腰
鎌
刈
葵
蓉
'
-
-
｣
は
､
｢東
武
吟
｣
の
句
｡
『文
選
』
巻
二
八

楽
府
下
｡

｢疾
風
衝
塞
起
'
‥
-
｣
は
'
｢出
自
蘇
北
門
行
｣
の
句
｡
『文
選
』

巻
二
八
禦
府
下
.
た
だ
し

『文
選
』
は

｢馬
尾
｣
を

｢馬
毛
｣
に
作
る
｡

6

澗
明
詩
平
淡
出
於
自
然
｡
後
人
撃
他
平
淡
'
便
相
去
遠
臭
｡
某

後
生
見
入
倣
得
詩
好
'
鋭
意
要
撃
｡
遅
滞
淵
明
詩
平
側
用
字
'

1
1

依
他
倣
｡
到

一
月
後
便
解
自
倣
'
不
要
他
本
子
'
方
得
作
詩
之
法
｡

淵
明
の
詩
の
平
淡
さ
は
自
ず
か
ら
な
る
も
の
だ
｡
後
の
人
が
彼
の

平
淡
さ
を
異
似
す
る
と
'
似
て
も
似

つ
か
ぬ
も
の
に
な
る
.
私
は
若

い
頃
'
人
が
巧
み
に
詩
を
作

っ
て
い
る
の
を
見
る
と
'

1
所
懸
命
学

ぼ
う
と
し
た
｡
そ
こ
で
淵
明
の
詩
の
平
伏
も
用
字
も
'
ひ
と

つ
ひ
と

つ
寅
似
て
作

っ
た
が
､

一
月
も
経
て
ば
も
う
自
分
で
作
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
､
淵
明
と
い
う
お
手
本
は
要
ら
な
-
な
り
'
よ
う
や
-
作
詩

の
こ
つ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
駕
本

上
巻
所
収

(注
)

米
子
が
陶
淵
明
の
文
学
を
愛
好
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
､
｢先

生
毎
観

l
水

l
石
'

山
草

一
木
へ
稚
清
陰
虞
'
尭
日
日
不
瞬
｡
飲
酒
不

遇
繭
三
行
､
又
移

一
庭
｡
大
酔
､
則
鉄
坐
高
挟
｡
経
史
子
集
之
鎗
'
難

記
録
雑
記
'
撃
執
成
涌
o
微
酔
'
則
吟
峨
古
文
'

気
調
活
牡
｡
某
所
閲

見
'
則
先
生
毎
愛
踊
屈
原
楚
騒
'
孔
明
出
師
表
'
淵
明
締
去
来
杵
詩
'

杵
杜
子
美
教
詩
而
巳
｡｣
(｢朱
子
四

内
任

雑
記
言
行
｣

一
〇
七

･

2
6
7
4
)
な
ど
の
記
録
が
参
考
に
な
ろ
う
｡
ま
た
､
｢陶
淵
明
､
古
之
逸

民
｡｣
(｢歴
代
l二

一
三
六

･
3
2
4
3
)
の
許
も
有
名
で
あ
る
｡

｢平
淡
｣
は
陶
淵
明
の
詩
を
許
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
言
葉
｡

次
候
の
注
で
述
べ
る
よ
う
に
'
米
本

『葺
注
陶
淵
明
集
』
は

｢讃
山
海

経
｣
其
十
に
つ
い
て
曾
紘
の
許
を
引
-
が
'
そ
の
般
初
に

｢除
嘗
許
陶

公
詩
'
語
造
平
淡
而
寓
意
深
遠
'
外
若
枯
稿
'
中
音
敷
腕
､
晃
詩
人
之

冠
免
也
｣
と
い
う
｡
葛
立
方

『韻
語
陽
秋
』
に
は

｢陶
潜
謝
眺
詩
皆
平
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淡
有
思
致
､
非
後
束
詩
人
怖
心
劇
日
鋼
琢
者
所
為
也
｡
｣

ま
た
後
の
1

候
'
｢論
文
篇
上
｣
66
･
69候
も
参
照
｡

｢出
於
自
然
｣
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
､
『亀
山
語
録
』
に

｢淵

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

明
詩
所
不
可
及
者
､
沖
損
保
枠
'
出
於
自
然
'
若
官
用
力
学
'
然
後
知

淵
明
詩
非
著
カ
所
能
成
｣
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
ろ
う
｡

｢某
後
生
｣
は
'
｢私
の
若
い
頃
｣
の
意
で
と
っ
た
｡
｢後
生
｣
は
､

ヽ
ヽ

｢常
開
先
生
後
生
時
'
極
豪
遇
へ
一
飲
必
数
十
盃
｡｣
(｢羅
氏
門
人

李
怒
中
｣
l
〇
三
･
26
0
1)
｢且
如
昔
日
老
南
和
尚
､
他
後
生
行
脚
時
へ

己
有
六
七
十
人
随
著
他
参
請
｡｣
(｢本
朝
六

中
興
至
今
日
人
物
下
｣

l
三
二
･
3
)83
)
の
よ
う
に
'
『語
類
』
で
も
し
ば
し
ば

｢若
い
頃
｣

の
意
で
用
い
ら
れ
る
｡

｢卒
倒
｣
は
'
｢平
伏
｣
に
同
じ
｡
こ
こ
で
は
贋
-
音
律
を
指
す
｡

7

戎
間
､
｢
｢形
夫
無
千
歳
｣
'
改
作

｢形
天
舞
干
戚
｣
'
如
何
｡｣

日
'
｢山
海
経
分
明
如
此
説
'
惟
周
丞
相
不
信
改
本
｡
向
疎
林
家
蔵

那
康
節
親
寓
陶
詩

一
冊
'
乃
作

｢形
夫
無
千
歳
｣
｡
周
丞
相
逐
践
尾
'

以
康
節
手
書
烏
据
'
以
為
後
人
妄
改
也
o
向
家
子
弟
楕
来
求
抜
､
某

細
看
'
亦
不
是
康
節
親
筆
'
疑
輿
豊
以
後
人
寓
'
蓋
贋
本
也
｡
蓋
康

節
之
死
在
配
州寧
二
三
年
間
'
而
詩
中
避

『畜
』
諒
'
則
首
是
配
州寧
以

後
書
｡
然
筆
董
赦
弱
､
非
老
人
筆
也
｡
又
不
欲
破
其
前
説
へ
逐
還

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法
凪
(興
膳
･木
津
･斎
藤
)

之
｡
｣

雑
｡

あ
る
人
が
尋
ね
る
に
は
'
｢
｢形
夫
無
千
歳
｣
を

｢形
天
舞
干
戚
｣

に
改
め
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
｡｣
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
『山
海
経
』

に
は
は
っ
き
り
と
そ
う
い
っ
て
い
る
の
だ
が
､
周
丞
相
だ
け
は
改
め

た
テ
キ
ス
ト
を
信
じ
な
か
っ
た
｡
那
康
節
が
自
ら
寓
し
た
と
い
う
向

稀
林
家
蔵
の
陶
詩
集

一
冊
に
は
､
｢形
夫
無
千
歳
｣
と
あ
る
｡
周
丞

相
は
そ
こ
で
按
を
書
き
､
康
節
が
手
づ
か
ら
書
寓
し
た
こ
と
を
根
様

に
'
(｢形
天
舞
干
戚
｣
と
す
る
の
を
)
後
人
の
妄
改
だ
と
判
定
し
た
｡

向
の
息
子
が
私
に
蚊
を
書
い
て
-
れ
と
持

っ
て
き
た
の
で
'
仔
細
に

見
た
が
'
廉
節
の
親
筆
で
は
な
-
'
ど
う
も
照
等

･
元
豊
年
聞
以
降

の
人
の
手
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
｡
つ
ま
-
贋
物
さ
｡
と
い
う
の
も
'

康
節
は
畢
寧
二
三
年
あ
た
り
に
亡
-
な
っ
て
い
る
が
､
詩
の
中
に

(紳
宗
の
諒

｢頭
と
同
音
の
)
｢畜
｣
の
字
を
避
け
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
す
れ
ば
'
配
州寧
以
後
の
書
に
違
い
な
い
｡
若
書
き
の
手
で
'
老

人
の
筆
蹟
で
は
な
い
｡
先
人
の
説
を
ひ
っ
-
-
返
す
の
も
は
ば
か
ら

れ
て
'
そ
の
ま
ま
返
し
た
の
き
｡｣
呉
碓
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢改
作
形
天
舞
干
戚
｣
1

｢改
作
形
夫

舞
干
戚
｣
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朝
鮮
古
第
本

上
巻
所
収

｢形
夫
無
千
歳
｣
1

｢形
天
無
千
歳
｣

(荏
)

｢周
丞
相
｣
は
'
周
必
大
｡
そ
の

『二
老
生
詩
話
』
に
､
｢江

川
陶
靖
節
集
末
我
へ
宣
和
六
年
､
臨
渓
曾
紘
謂
靖
節
讃
山
海
経
詩
'
其

一
篇
云

｢形
天
無
千
歳
'
猛
志
固
常
在
｣､
疑
上
下
文
義
不
貰
'
逐
接

山
海
経
有
云
'
｢形
天
､
獣
名
t
H
街
干
戚
而
舞
｣､
以
此
句
馬

｢形
天

舞
干
戚
｣'
因
筆
墓
相
近
､
五
字
皆
靴
'
琴
穣
晃
詠
之
撫
掌
稀
善
O
鎗

謂
紘
説
固
善
'
然
靖
節
此
題
十
三
篇
'
大
概
篇
指

一
事
｡
如
前
篇
終
始

記
奪
父
､
則
此
篇
恐
専
説
精
衝
衝
木
墳
海
へ
無
千
歳
之
毒
､
而
猛
志
常

在
､
化
去
不
悔
｡
若
僻
指
刑
天
､
似
不
相
頼
｡
又
況
末
句
云
'
｢従
設

在
昔
心
'
良
農
拒
可
待
｣'
何
預
干
戚
之
猛
邪
｡
後
見
周
紫
芝
竹
披
詩

話
第

一
巻
､
復
襲
紘
意
以
馬
己
説
'
皆
讃
美
｣
と
あ
る
｡
な
お
'
『竹

披
詩
話
』
に
は
'
｢有
作
陶
淵
明
詩
抜
尾
者
'
言
淵
明
譲
山
海
経
詩
有

｢形
夫
無
千
歳
'
猛
志
固
有
在
｣
之
句
'
克
美
暁
其
意
｡
後
讃
山
海
経

lH
r
｢形
天
､
猷
名
也
'
好
衝
干
戚
而
舞
o｣
乃
知
五
字
皆
鉛
｡
｢形

夫
｣
乃
是

｢形
天
｣
へ
｢無
千
歳
｣
乃
是

｢無
干
戚
｣
耳
｡
如
此
乃
輿
下

旬
相
協
｡
倦
書
誤
謬
如
此
'
不
可
不
察
也
｣
と
あ
る
｡

ま
た
莫
友
芝
翻
宋
刊
本

『陶
淵
明
集
』
に
は
'
曾
紘
の
語
を
以
下
の

よ
う
に
記
す
｡
｢鎗
嘗
許
陶
公
詩
､
語
造
平
淡
而
寓
意
深
遠
､
外
若
枯

稿
而
中
音
敷
膜
'
晃
詩
人
之
冠
愚
也
o
平
生
酷
愛
此
作
'
毎
以
世
無
善

本
馬
恨
'
頃
困
開
講
山
海
経
詩
'
其
聞

l
篇
云

｢形
夫
無
千
歳
'
猛
志

固
常
在
｣､
且
疑
上
下
文
義
不
甚
相
貰
'
逐
取
山
海
経
相
校
'
経
中
有

云
､
｢形
天
'
獣
名
也
'
口
中
好
街
干
戚
而
舞
｡｣
乃
知
以
此
句
是

｢形

天
舞
干
戚
｣､
故
輿
下
旬

｢猛
志
固
常
在
｣
意
旨
相
膳
｡
五
字
皆
靴
'

蓋
字
蔓
相
近
､
無
足
怪
者
｡
聞
以
語
友
人
等
穣
彦
林

･
晃
詠
之
之
道
'

二
公
撫
掌
驚
歎
'
塵
取
所
蔵
本
是
正
之
｡
困
思
宋
宣
献
言
へ
｢校
書
如

排
凡
上
塵
'
旋
排
旋
生
｡｣
豊
欺
我
哉
｡
親
友
苑
元
義
寄
示
我
陽
大
守

公
所
開
陶
集
'
想
見
好
古
博
雅
之
意
'
靴
書
以
遺
之
｡
宣
和
七
月
中
元

曾
絃
書
刊
｡｣

｢向
称
林
｣
は
'
向
子
諾
う
字
は
伯
恭
'
藤
林
は
観
o

l
〇
八
六
-

二

五
三
も
し
-
は

l
〇
八
五
-

二

五
二
｡
『宋
史
』
巻
三
七
七
.

『宋
元
撃
案
補
遺
』
巻
二
〇
｡
朱
子
に

｢向
葡
林
文
集
後
序
｣
(
『文

集
』
巻
七
六
)
が
あ
る
｡

｢那
康
節
｣
は
'
那
薙
'
字
は
真
美
｡
康
節
は
誼
.

山
0
1
1
-
1

〇
七
七
.
著
に

『伊
川
撃
壌
集
』
冒
正極
経
世
』
な
ど
が
あ
る
｡

772

8

蘇
子
由
愛
選
詩

｢亭
皐
木
葉
下
､
院
首
秋
雲
飛
｣
'
此
正
是
子

由
慢
底
句
法
｡
某
却
愛

｢寒
城

一
以
跳
､
平
楚
正
蒼
然
｣
､
十
字
却

有
力
｡
准
｡

蘇
子
由
は

『文
選
』
の
詩
に

｢亭
皐

木
葉
下
ち
'
馳
首

秋
雲

飛
ぶ
｣
と
あ
る
の
を
好
ん
だ
が
､
こ
れ
な
ぞ
は
ま
さ
に
子
由
の
し
ま

-
の
な
い
句
作
-
だ
な
｡
私
は
む
し
ろ

｢寒
城

一
た
び
以
て
眺
む

れ
ば
､
平
楚

正
に
蒼
然
た
-
｣
が
好
み
だ
｡
力
強

い
十
字
じ
ゃ
な



い
か
｡
呉
維
記
す
｡

(注
)

｢蘇
子
由
｣

｢亭
皐
木
葉
下
､

『文
選
』
に
は
な
-

は

『文
鏡
秘
府
論
』

引
か
れ
る
｡

｢寒
城

1
以
跳
､

『文
選
』
巻
三
十
｡

は
'
蘇
轍
｡

陳
首
秋
雲
飛
｣
は
'
柳
惇

｢梼
衣
｣
詩
だ
が
'

『王
墓
新
詠
』
巻
五
に
見
え
る
｡
な
お
へ
こ
の
句

東
巻

｢二
十
九
種
封
｣
其
二
十
三

｢偏
封
｣
に
も

平
楚
正
蒼
然
｣
は
'
謝
眺

｢郡
内
登
望
｣
の
句
､

9

斉
梁
間
之
詩
'
讃
之
使
人
四
肢
皆
憾
慢
不
収
拾
｡

斉
梁
の
こ
ろ
の
詩
は
'
謹
む
う
ち
に
身
懐
中
の
力
が
脱
け
て
始
末
に

負
え
な
-
な

っ
て
し
ま
う
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢奔
梁
間
之
詩
｣
1

｢賛
梁
間
人
詩
｣

朝
鮮
古
窯
本

本
候
を
鉄
-

(注
)

｢憐
慢
｣
は
'
畳
韻
の
語
｡
ぐ
っ
た
り
す
る
こ
と
｡

10

音
人
詩
惟
謝
塞
連
用
古
韻
'
如

｢砧
｣
字
協

｢燭
｣
字
之
類
｡

唐
人
惟
韓
退
之
柳
子
厚
白
居
易
用
古
韻
'
如
毛
穎
博

｢牙
｣
字

･

｢資
｣
字

･

｢毛
｣
字
皆
協

｢魚
｣
字
韻
是
也
｡
人
傑
｡

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

La
(輿
膳
･
木
津
･斎
藤
)

晋
人
の
詩
で
は
謝
塞
蓮
だ
け
が
古
韻
を
用

い
て
い
る
｡
｢南
｣
字

を

｢燭
｣
字
韻
に
叶
韻
さ
せ
る
な
ど
が
そ
れ
だ
｡
唐
人
で
は
韓
退

之

･
柳
子
厚

･
自
居
易
だ
け
が
古
韻
を
用

い
て
お
り
'
｢毛
穎
俸
｣

の

｢牙
｣
字

･

｢資
｣
字

･

｢毛
｣
字
が
ど
れ
も

｢魚
｣
字
韻
と
叶

韻
す
る
な
ど
は
そ
れ
だ
｡
寓
人
傑
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

上
巻
所
収

(注
)

米
子
が
い
う
謝
蔓
連
詩
は
､
賓
際
は
詩
で
は
な
-

『斐
文
類

架
』

1
三
所
引

｢武
帝
諌
｣
の
こ
と
で
あ
ろ
う
.
そ
こ
に
は
､
｢悠
悠

0

0

0

聾
致
'
棉
綿
川
陸
'
北
殿
艶
装
'
南
貢
金
竹
'
整
首
冠
稗
'
穿
胸
欽
服
､

0

0

寒
穴
欣
日
'
巣
栖
翫
屋
､
匪
惟
過
講
'
塞
物
情
就
'
執
是
人
事
'
自
天

凸

O

O

所
稀
へ
甘
露
芝
草
､
群
雲
瑞
宿
'
嘉
禾
連
木
'
素
鳥
暗
獣
｣
と
'

｢就

･
南

･
獣
｣
の
去
聾
宥
韻
字
が

｢陸

･
竹

･
屋

･
宿
｣
の
入
聾
屋

韻

一
･
三
等
字
と
押
韻
す
る
例
が
見
ら
れ
る
｡
去
聾
韻
は
上
古
に
は
音

節
末
に
濁
聾
母
韻
尾
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
'
去
聾
と
入

聾
と
の
通
押
例
も

『詩
経
』
な
ど
に
賓
際
数
多
-
見
ら
れ
る
｡
た
だ
'

厳
密
に
は

｢砿
｣
と

｢就

･
獣
｣
と
の
上
古
韻
部
は
異
な
り
へ
｢柘
｣

は
む
し
ろ
職
韻
徳
韻

(こ
こ
で
は
服
字
)
な
ど
と
押
韻
す
る
字
で
あ
る
｡

韓
愈

｢毛
穎
俸
｣
の
該
昔
個
所
は
'
｢笠
者
賀
日
'
今
日
之
獲
'
不

0

0

0

0

0

角
不
牙
'
衣
褐
之
徒
へ
鉄
口
而
長
嶺
､
八
療
而
鉄
居
'
猪
取
其
宅
へ
簡

0

0

0

憤
是
資
､
天
下
其
同
書
'
奏
其
逐
条
諸
侯
乎
｣
(
『昌
賓
先
生
集
山
巻

八
)
で
'
宋
薫
の
桂
に

｢笠
詞
皆
用
古
韻
､
詩
へ
所
父
'
預
王
之
爪
牙
､

- J7J-
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摩
所
止
居
へ
古
牙
居
通
'
宅
輿
資
亦
然
｣
と
あ
る
｡
｢牙
｣
は
中
･1]
音

麻
韻
へ
｢資
｣
は
脂
韻
､
｢撃

[毛
]｣
は
豪
韻
へ
他
の

｢徒
｣
は
模
韻
､

｢居

･
書
｣
は
魚
韻
､
｢顛
｣
は
虞
韻
'
｢侯
｣
は
侯
韻
で
あ
る
が
､
上

古
韻
で
は

｢資
｣
が
脂
韻
'
｢宅
｣
が
宵
韻
､
｢額

･
侯
｣
が
侯
韻
で
あ

る
以
外
､
す
べ
て
魚
韻
に
魔
す
る
た
め
'
押
韻
も
不
思
議
で
は
な
い
｡

た
だ
し

｢撃
｣
｢額
｣
｢侯
｣
は
段
末
裁
の

『六
書
音
韻
表
』
で
は
同
じ

第
二
類
に
属
す
の
だ
が

｢資
｣
は
第
六
頬
で
通
押
は
難
し
い
｡
韓
愈
が

古
韻
に
倣
い
な
が
ら
倣
い
き
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
例
と
言
え
よ
う
｡

11

唐
明
皇
資
棄
英
遇
'
只
看
他
倣
詩
出
来
'
是
甚
磨
気
塊
｡
今
唐

百
家
詩
首
載
明
皇

l
篇
早
渡
蒲
津
開
'
多
少
親
逸
気
概
.
便
有
帝
王

底
気
歓
｡
越
州
有
石
刻
唐
朝
臣
迭
賀
知
章
詩
'
亦
只
有
明
皇

一
首
好
､

有
日
'
｢量
不
惜
賢
達
へ
其
如
高
尚
何
｡
｣
雑
｡

唐
の
明
皇
は
英
連
な
資
質
を
持

っ
て
い
た
が
'
彼
の
詩
の
作
り
方

を
見
る
だ
け
で
'
い
や
は
や
大
し
た
気
塊
だ
｡

い
ま

｢唐
百
家
詩
｣

の
巻
首
に
明
皇
の

｢早
に
蒲
津
閲
を
渡
る
｣
詩

一
篇
を
載
せ
て
い
る

が
'
何
と
も
遊
外
れ
た
気
概
､
ま
さ
に
帝
王
の
気
焔
だ
｡
越
川
に
は

唐
の
朝
臣
が
賀
知
章
を
送

っ
た
詩
の
石
刻
が
あ
る
が
､
明
皇

の

一
首

だ
け
が
す
ば
ら
し
-
'
｢山豆
に
賢
達
を
惜
し
ま
ざ
ら
ん
'
其
れ
高
尚

を
如
何
せ
ん
｣
と
あ
る
｡
呉
碓
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

上
巻
所
収

｢気
放
｣
1

｢気
難
｣

(注
)

｢唐
明
皇
｣
は
､
玄
宗
の
こ
と
｡

｢唐
百
家
詩
｣
は
t
f
安
石
の

『唐
百
家
詩
選
』
o

そ
の
努
頭
に
玄

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

宗
の

｢早
渡
蒲
関
｣
を
載
せ
る
｡
｢鐘
鼓
巌
更
曙
'
山
河
野
望
通
｡
鳴

響
下
蒲
阪
'
飛
旅
人
秦
中
O
地
険
関
温
牡
､
天
平
鏡
筒
雄
｡
春
乗
津
樹

合
'
月
落
成
樺
室
｡
馬
色
分
朝
景
'
鶏
聾
逐
暁
風
o
所
希
常
道
泰
､
非

○

(U

復
侯
綜
同
｡｣
な
お

『全
唐
詩
』
巻
三
は

｢早
産
蒲
津
閲
｣
と
す
る
｡

｢親
逸
｣
は
t
jE
外
れ
て
い
る
こ
と
.

｢越
州
有
れ
刻
庸
朝
臣
遠
賀
知
章
詩
｣
に
つ
い
て
は
'
『唐
詩
紀

事
』
巻
十
七
に
'
｢知
章
八
十
六
へ
臥
病
'
冥
然
無
知
｡
疾
損
､
上
表

乞
馬
道
士
還
郷
､
明
皇
許
之
｡
-
-
詔
令
供
帳
東
門
､
百
寮
租
緒
｡
御

製
送
話
'
井
序
云
'
｢天
質
三
年
､
太
子
賓
客
賀
知
章
'
壁
止
足
分
へ

抗
韓
老
之
疏
'
解
組
群
発
､
志
期
入
道
｡
朕
以
其
年
在
遅
暮
､
用
循
桂

冠
之
事
､
伸
逐
赤
松
之
遊
.
正
月
五
日
'
婿
締
骨
橋
'
逐
鰻
東
路
､
乃

命
六
郷
庶
ヂ
大
夫
供
帳
青
門
'
寵
行
通
也
｡
･:豆
惟
崇
徳
仰
歯
､
抑
亦
励

俗
勤
人
'
無
令
二
疏
減
光
漠
冊
｡
乃
賦
詩
貯
行
｡｣
詩
云
'
｢遺
葉
期
入

道
､
辞
老
尭
抽
替
｡
豊
不
惜
賢
達
へ
其
如
島
佃
心
｡
意
中
得
秘
要
､
方

外
散
幽
襟
｡
濁
有
青
門
鰻
､
華
英
恨
別
深
O｣
-
-
｣
と
あ
-
'
詩
句

に
わ
ず
か
な

異
同
が
あ
る
｡
こ
の
時
李
白
も
送
別
の
詩
を
作
っ
て
い
る
｡

｢賀
知
章
｣
は
､
字
は
季
晃
､
六
五
九
-
七
凹
川
.
飲
中
八
仙
の
1
0

李
白
を

｢此
れ
天
卜
の
嫡
仙
人
な
-
｣
と
許
し
た
の
は
有
名
｡
『善
唐

77̀≠



書
』

l
九
〇
中
'
『新
唐
書
』
巻

山
九
六
〇

諸
法
者
後
記

本
稿
作
成
の
過
程
で
'
察
毅

･
鑓
鴎

･
氏
岡
寅
士

･
森

田
浩

一
の
諸
君
に
よ
る
レ
ジ

ュ
メ
を
参
考
に
し
た
｡
謝
意
を
表
す
る
｡

朱
子
語
類
論
文
篇
講
桂

仙

(興
膳

･
木
津

･
蔚
藤
)


